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028 緑のまちづくりの推進

Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

02 緑の整備
都市整備部 公園緑地課

市内のまとまった樹林や地域に残る樹木等が保全されるとともに、身近な生活空間の緑が増え、水と緑が輝く潤いのあるまちが形
成されています。また、水と緑が持つ様々な機能を高めるため、市民や事業者と市が協働して緑のまちづくりに取り組んでいます
。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

公共の公園、緑地等及び民有地の緑地の総面積を市全体の面積の割合として、数値化し指標としたもの。
目標値（緑地割合）達成のため、公共では、四谷さくら公園拡張整備を進めている。民有地では、地域まちづくり条例に基づく緑化指導による緑化
を進めているものの、農業従事者不足に伴う生産緑地の減少が大きく、緑地割合は昨年度より減少した。
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0 0 67,000,000

14,773,000 16,579,000 26,587,000

724,661,000 868,981,000 1,198,666,000

767,497,000 1,109,339,000 0

717,731,450 1,084,239,171 0

5,000,000 36,000,000 0

0 16,033,000 0

0 0 0

17,185,494 16,419,835 0

695,545,956 1,015,786,336 0

93.5 97.7 0.0

15.61 16.61 0.00

119,910,151 130,522,941 0

1.00 1.00 0.00

3,120,400 3,125,886 0

4,896,745 4,114,045 0

845,658,746 1,222,002,043 0

①市の面積に対する緑地の割合

24.7

％

24.4 - - -

95.3 0.0 0.0 0.0

25.6



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化
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公共の公園、緑地等及び民有地の緑地の総面積を市全体の面積の割合として、数値化し指標としたもの。
目標値（緑地割合）達成のため、公共では、四谷さくら公園拡張整備を進めている。民有地では、地域まちづくり条例に基づく緑化指導による緑化
を進めているものの、農業従事者不足に伴う生産緑地の減少が大きく、緑地割合は昨年度より減少した。

高度成長期の急激な都市化によって失われた自然の緑について、新たに都市緑地として再整備するため、緑の総量の確保を最重点項目とし、公園や
緑地を市内各所に整備するとともに、まちかどの小スペースを有効活用した緑の空間づくりのため、スポットパークや公共花壇を設け、緑豊かで潤
いのあるまちなみづくりを促進してきた。

市民の生活スタイルの変化や価値観の多様化が進むなか、より質の高い緑の空間づくりが求められており、特に、樹木等の緑の環境づくりにあって
は、その総量を増やすことから、個々の緑の質の向上に向け、地域特性を生かした個性豊かな緑のまちづくりを進めていくことが求められている。

引き続き民有地においては、条例に基づく緑化協議によって緑化の推進を図っていく。また、インフラ管理ボランティア制度を活用し、市民及び事
業者との協働による安全で安心な公園・緑地の維持管理を促進し、市民が親しみを持つ空間づくりを行っていかなければならない。
また、「緑の基本計画」の改訂作業を行っており、府中市の緑の将来像が描かれることから、計画に沿った事業を行っていく。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

やや遅れているが、概ね順
調

樹木の剪定や遊具の改修な
ど、公園緑地等の適正な維
持管理を推進し、より質の
高い緑の空間確保に努めた
。
また、地域まちづくり条例
に基づく緑化協議を行い、
民有地の緑化が促進されて
いる。

中期的に公園の新設及び拡
張整備を進めてはいるが、
生産緑地の面積が減少し、
指標に掲げている緑地の量
的な増加に至っていない。
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４か年事業費計(単位:千円)
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所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署
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事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

まちかど空間緑化推進事業

都市整備部 公園緑地課

主要な事務事業

47,696

公共花壇や市民花壇を「地
域の庭」としての緑化を、
市民との協働により適切に
管理し、多くの人に親しま
れる空間を維持していく。
また、法制度に基づき、地
域における緑地の確保、推
進を図っていく。スポット
パーク等は、防災面や地域
特性を考慮しつつ、統廃合
等の見直しを進める。

公共花壇や市民花壇を「地
域の庭」としての緑化を、
市民との協働により適切に
管理し、多くの人に親しま
れる空間を維持していく。
また、法制度に基づき、地
域における緑地の確保、推
進を図っていく。スポット
パーク等は、防災面や地域
特性を考慮しつつ、統廃合
等の見直しを進める。

公共花壇や市民花壇を「地
域の庭」としての緑化を、
市民との協働により適切に
管理し、多くの人に親しま
れる空間を維持していく。
また、法制度に基づき、地
域における緑地の確保、推
進を図っていく。スポット
パーク等は、防災面や地域
特性を考慮しつつ、統廃合
等の見直しを進める。

公共花壇や市民花壇を「地
域の庭」としての緑化を、
市民との協働により適切に
管理し、多くの人に親しま
れる空間を維持していく。
また、法制度に基づき、地
域における緑地の確保、推
進を図っていく。スポット
パーク等は、防災面や地域
特性を考慮しつつ、統廃合
等の見直しを進める。

やや遅れているが、概ね順
調

公共花壇・市民花壇とも、
地域の特性を生かし季節に
応じた草花を植え付け、地
域の庭として緑化の普及を
推進し、花壇の適切な維持
管理において、各地域で市
民・事業者との協働による
活動が行われ、多くの人に
親しまれる空間として、質
の向上にも取り組んだ。

公園緑地等維持管理事業

都市整備部 公園緑地課

主要な事務事業

2,435,768

公園・緑地において、予防
保全型の管理に切り替え、
公園樹木の安全対策を含め
、適正な維持管理に努める
とともに、市民協働による
インフラ管理ボランティア
制度を活用し、市民が親し
みを持ち、施設の継続的な
安全性の確保を推進するた
め制度への登録を引き続き
働きかける。

公園・緑地において、予防
保全型の管理に切り替え、
公園樹木の安全対策を含め
、適正な維持管理に努める
とともに、市民協働による
インフラ管理ボランティア
制度を活用し、市民が親し
みを持ち、施設の継続的な
安全性の確保を推進するた
め制度への登録を引き続き
働きかける。

公園・緑地において、予防
保全型の管理に切り替え、
公園樹木の安全対策を含め
、適正な維持管理に努める
とともに、市民協働による
インフラ管理ボランティア
制度を活用し、市民が親し
みを持ち、施設の継続的な
安全性の確保を推進するた
め制度への登録を引き続き
働きかける。

公園・緑地において、予防
保全型の管理に切り替え、
公園樹木の安全対策を含め
、適正な維持管理に努める
とともに、市民協働による
インフラ管理ボランティア
制度を活用し、市民が親し
みを持ち、施設の継続的な
安全性の確保を推進するた
め制度への登録を引き続き
働きかける。

やや遅れているが、概ね順
調

公園緑地等の適切な維持管
理に努めたが、全ての施設
に対し適切な維持管理がで
きていない状況にあり、市
民協働によるインフラ管理
ボランティア制度の活用、
樹木の間引き、遊具の更新
等、公園施設等の見直しに
取り組んでいく必要がある
。

公園緑地等整備事業

都市整備部 公園緑地課

主要な事務事業

470,960

インフラマネジメント計画
に基づく、公園施設等の長
寿命化を図るとともに、防
災機能の向上、施設の充実
、適切な維持管理など、緑
のまちづくりの考え方を量
から質へ転換していく。ま
た、四谷さくら公園の拡張
整備は、第1期工事を進め
る。

インフラマネジメント計画
に基づく、公園施設等の長
寿命化を図るとともに、防
災機能の向上、施設の充実
、適切な維持管理など、緑
のまちづくりの考え方を量
から質へ転換していく。ま
た、四谷さくら公園の拡張
整備は、第2期工事を進め
る。

インフラマネジメント計画
に基づく、公園施設等の長
寿命化を図るとともに、防
災機能の向上、施設の充実
、適切な維持管理など、緑
のまちづくりの考え方を量
から質へ転換していく。

インフラマネジメント計画
に基づく、公園施設等の長
寿命化を図るとともに、防
災機能の向上、施設の充実
、適切な維持管理など、緑
のまちづくりの考え方を量
から質へ転換していく。

やや遅れているが、概ね順
調

施設の充実、適切な維持管
理など、安心安全な公園作
りのため、公園・緑道の整
備や補修を行った。
四谷さくら公園の拡張工事
が行われ、第1期分が完了
した。
開設から２５年以上経過し
た１５３公園のうち、本年
度は５０公園の公園施設長
寿命化計画を策定した。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）

028　緑のまちづくりの推進

- 4 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 民有緑地保全支援事業 30 6,555,000 6,300,100 6,543,000
良好な自然環境の保護又は美観風
致を維持するため、一定基準を満
たす樹木等の保存を奨励する

B 1 B B

2 まちかど空間緑化推進事業 30 11,904,000 11,755,046 11,895,000 公共花壇の適切な維持管理及び市
民花壇への花苗の提供

B 1 B B

3 公園緑地等維持管理事業 30 650,231,000 772,856,617 872,353,000 公園や緑地などの維持・管理 B 1 B B

4 公園緑地等整備事業 30 293,165,000 286,874,821 468,274,000
既存の公園等を生かし、水と緑の
ネットワークの形成を中心とした
整備を進める

B 1 B A

5 緑の基本計画策定事業 10 5,205,000 6,452,587 8,188,000 緑のまちづくりを推進するための
指針となる基本計画を策定する

D 3 A A

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 967,060,000 1,084,239,171 1,367,253,000


